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モルモッ ト脾臓クル コ フ細胞の微細構造と果
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　粘液細胞や肥満細胞および他の分泌細胞の

果粒で糖蛋白やム コ 多糖類を含む果粒に高濃

度 のマ グネシウムやカル シウム を含む もの が

あ り、 果粒の硫黄の量 と強い正 の相関 を示す 。

雌モルモ ッ ト脾臓の クル コ フ細胞の PAS 陽

性果粒にはコ ン ドロ イチン礒酸と糖蛋白を含

むこ とが知 られて い るが 今回は その微細構造

と元素組成をしらべ た 。 （材料 と方法）妊娠

モ ル モ
・
ン トと雌モ ル モ ッ ト （約 250g ）に

17 β
一エ ス トラデ ィオール を腹腔内注射 し

た動物の 脾臓を用い距 。 カル ノフ ス キー液 に

よ りマ イク ttウ ヱ
ーブを用いて 固定 し、 従来

の 超薄切片を透過電顕で観察 した 。 新鮮凍結

乾燥超薄切片とプ リン トを作製し 、 電顕観察

と分析電子顕微鏡 （X − 650 ）に よる定量

的X 線微小部分析を行 っ た 。 　（結果）赤脾髄

に多数の クル コ フ細胞が見 られ 、 細胞質に非

常に大きな果粒を持つ 。 内容は均質で周辺 に

は細長い突起をそなえてい る。 新鮮凍結乾燥

超薄切片 とプリン トで も特異な果粒を持つ こ

の 細胞が確認され 、 分析に よ り高濃度の硫黄 、

カ リウム とクロ ール が検出されたが、マ グネ

シ ウムやカル シ ウム はほとんど検出 されなか

っ た 。 電顕組織化学に よる硫黄基の 分布と元

素組成を比較し 、 そ の意義を考察する 。

　PCNA は 、 ホル マ リ ン固定、パ ラ フ ィ ン切

片に応用可能な唯一の 増殖 マ
ーカー

で あるが 、

固定時間依存性に染色性は低下する 。 また、そ

の よ うな場合によ く用い られ る切片の 蛋 白分

解酵素処理に よ り、 PCNA の抗原性は逆に失

活 して しま うた め 、 これ まで 、 ホ ル マ リ ン長

期固定材料の染色は不可能と考え られて い た 。

とこ ろが 、 最近 、 重金属塩 の 水溶液中で 組織

切片を マ イク ロ ウ ェ
ーブ処理する こ とに よ り

種々 の抗原性を回復 し得 るこ とが見 い だされ、

PCNA の 免疫染色に も応用可能なこ とが 報告

された 。 そ こ で 、 我 々 は 、 PCNA 筑原性の 回

復 の ため の 条件を検討す る 目的で 、 ホル マ リ

ン中で 様々 な期間固定 された種 々 の 組織を用

い 、 チオシア ン酸鉛水溶液中で マ イクロ ウ ェ
ー

ブを照射し、 濃度と照射時間 との 関連性を検

討 した 。 その結果 、 切片を蒸留水中で マ イ ク

ロ ウ ェ
ーブ照射する こ と に よ り、 ホ ル マ リ ン

で 長期間固定 された組織で も、 PCNA の 染色

性 は充分に回復する事を見 い だ した 。 そ の 効

果 は、5 分間照射で はや や弱か っ た が 、 10分

か ら30分の 間で ほぼ安定 した結果が得られ た 。

チオ シ ア ン酸鉛水溶液で もほぼ 同様で あ っ た

が 、 免疫染色の back　 ground が強 くなる傾

向が み られ た 。
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